
１．はじめに

１.１.研究の背景と目的

近年、地方において少子高齢化および人口減少等が

激化し、多くの地域文化（風習、食、産業、職人技術、

芸能・芸術、景観、民家など）が失われ、残存する地

域文化もその継承が困難になってきている。｢個性豊か

な地域の伝統文化は、次世代に継承していくべき国民

共通の財産であり、自らの地域を見つめ直して地域の

伝統文化を発見し、その継承に向けた自主的な取組を

進める｣1)ことが求められている。それらの中でも「民

家」は、地域文化を育んできた器として、文化の伝承

と保全に重要な役割を果たしてきたが、空き家となっ

て放置されることが増え、景観の悪化や地域価値の低

下など様々な社会問題を引き起こしている。そのよう

な状況下、民家を地域固有の貴重な文化資源と捉えて、

それに共感する人々を対象とした民家再生型宿泊施設

（以下、再生民泊）や宿泊者を対象とした洗練された

地域文化体験プログラムの開発がみられるようになっ

てきている注1)。また、住宅を宿泊施設として活用する

ことによりまちづくりにつなげていく実践も報告され

ている 2)。地域に根差した民家や文化を巡るヒト・コ

ト・モノの関係が、従前の地域内で閉じたものから地

域内外に開かれたものへと推移していることの現れと

みることができる。以上より、地域文化を基盤とする

再生民泊の展開は、地域文化に関心を有する共感者の

気づきを促し、地元民の気づきを誘発し、これらの気

づきが地域への新たな人流を生み出して地域を変える

可能性があるのではないかと考える。空き家を地域資

源として宿泊施設に活用することには、様々は効果や

意義、可能性があることがうかがえる。そこで、本研

究は地域文化を基盤とする再生民泊による地域文化保

全と地域再生の計画理論の構築を目指して、ヒト・コ

ト・モノの関係性を通じて、地域文化体験プログラム

を有する再生民泊が地域賦活と地域文化保全に寄与す

る可能性を検討し、このような再生民泊事業成立の仕

組みを解明することを目的とする。
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いる。本研究は、事業主体を中心としたヒト・コト・

モノの関係性の実ែᢕᥱとศᯒから、地域賦活と地域

文化保全に寄与する再生民泊事業が成立する仕組みを

解明するものである。

１.㸱.ㄪᰝ対象と᪉ἲ

事前ㄪᰝとして、宿泊以外の多様なࢧーࢫࣅの᝟報

をᥦ౪している民泊ண⣙࢔プࣜ「一ఇ」により、民家

を活用し、かつ地域文化体験プログラムをᥦ౪してい

る民泊事౛をᢳ出し（�� 事౛）、個ูの࣍ーム࣌ーࢪ

からヲ⣽᝟報を཰㞟してᩚ理した。民泊運営の中心と

なるヒトが地域外からの移住者である外発型再生民泊

3� ౛、地元出㌟者である内発型再生民泊 3� ౛、地元

出㌟者と移住者が運営の主体になる」ྜ型再生民泊 3

౛、୙明 1�౛である。その中で、事業主体の地域との

関係の㐪いに╔目したのは、地域内外との関係性構築

の⤒⦋や仕組みが␗なると考えたからである。それら

ᅗ� እⓎᆺ再生民泊஦ᴗྛẁ㝵関ಀᅗ

より、地域文化保全と地域再生・賦活のどⅬから、再

生民泊事業を通して地域再生に取り組んでいる代⾲的

な事౛を㑅出し、事業主体の地域との関係が␗なる 3

事౛をㄪᰝ対象にした�⾲ 1)。

ヒࣥࣜ࢔グ対象者は、民泊主および再生民泊運営や

地域づくりにかかわる関係者である�⾲ 1)。事業主体

に対するヒࣥࣜ࢔グ㡯目は、ձ再生民泊事業展開の⤒

⦋、ղྛẁ㝵における関係者とのつながり、ճ地域文

化体験の開発㺃運営、մ地域づくりへのかかわりなどで

あり、その௚の関係者に対するヒࣥࣜ࢔グ㡯目は、事

業主体との関係、再生民泊事業や地域づくりに関する

ことである。

㸰．ゼၥㄪᰝ஦౛ᙧᡂの⤒⦋

民泊主を中心とするヒトのつながりに注目し、ヒト・

コト・モノの関係性のᣑがりをⴌⱆẁ㝵㺃‽ഛ計画ẁ

㝵㺃運営展開ẁ㝵㺃地元展開ẁ㝵㺃ᗈ域展開ẁ㝵にศけ

て明らかにしていく。

なお、本❶で♧すල体的な内ᐜについては、出඾を

♧すもの以外は、全てㄪᰝ対象者の発ゝをもとにグ㏙

したものである。

㸰.１.再生民泊 %&㸦እⓎᆺ㸧のᒎ㛤ࢫࢭࣟࣉ

㹈ࢱーࣥで移住してきた民泊主㸺<.㸼（ᘓ築家、ᾏ

外໅ົ⤒験あり）は、民家をᨵಟした再生民泊を中心

に、地元の職人と༠ാしながら伝統的なᮌ᙮りなどの

ᘵ子ධり体験もᥦ౪している。⊂自࢔プࣜを通じて観

ගᐈに஭Ἴ࿘㎶の様々な᝟報をᥦ౪し、地域ᅋ体・ᗑ

⯒と新たなコ࣑ࣗ࢕ࢸࢽをᙧ成し、஭Ἴのまちづくり

にもཧ画している。代⾲的な外発型再生民泊事౛であ

る。ᅗ�は、外発型再生民泊事業ྛẁ㝵のヒト・コト・

モノの関係性の展開を⾲したものである。

１㸧ⴌⱆẁ㝵����� ᖺ�

ᐩᒣ市出㌟の㸺<.㸼は、༡◝市に移住する以前、上

ᾏとᮾிでാいていた。上ᾏで、ࢡࢸノロࢪーより人

のᡭが主役となるものづくりに៿れ、᪥本にᖐ国する

㝿に、ものづくりへのᛮいを実現できそうな༡◝市஭

Ἴ地༊に移住した。そこで、ձ民家（7WᲷ）を㉎ධし

た。

㸰㸧‽ഛィ⏬ẁ㝵����� ᖺ�

㸺<.㸼がᣐⅬの一つとして、཭人をもてなすため、

2�1�年にձ一㌺家（7WᲷ）をᨵಟして、再生民泊の運

営を開ጞした。ᗈᓥ┴出㌟の移住したᮌ᙮้師㸺71㸼

と地域文化を基盤とした共感から事業のⱆが生まれた。

ᅗ � չ.P㌺㸦ᕥ㸧ն5N㌺㸦ྑ㸧ᖹ㠃ᅗ ᅗ � ղ,\㌺㸦ᕥ㸧ձ<G ㌺㸦ྑ㸧ᖹ㠃ᅗ ᅗ � ձ1W㌺ճ6\Ჷᖹ㠃ᅗ

ᅗ� 民泊 %&఩⨨ᅗ ᅗ� 民泊 +1఩⨨ᅗ ᅗ � 民泊2%఩⨨ᅗ

本研究における「ヒト」とは、再生民泊の設立ཬび

⤒営・運営において、民泊主を中心に⧅がる人々であ

る。事業௻画者やᘓ築家ࡔけでなく、地域文化体験に

関わる地域のヒトや᪥ᖖΎᤲのヒト、おᐈとして᮶ゼ

するヒト、地域づくりに関わるヒトなどもྵまれる。

「コト」とは、再生民泊事業の௻画、ᘓ≀ᨵಟ設計、

地域文化体験、伝統技術などのࣇࢯト㠃に関するコト

である。再生民泊運営と地元のᗑ・ᅋ体が༠ຊするま

ちづくりもྵまれる。「モノ」とは、再生民泊として

活用する民家ᘓ築、民家の㞟ྜである㞟ⴠ、それらに

よりᙧ成される景観や風景などである。ᘓᮦ、ഛရ、

食ᮦや工芸ရなどのモノもྵまれる。

１.㸰.研究の఩⨨࡙ࡅ

ᶓᒣは、≀理的⎔ቃをヒト・コト・モノ関係からㄞ

み解いた 3)。西野は、住宅再生を巡るヒト・コト・モ

ノの関係性のᣑᙇが地域づくりに⧅がることを明らか

にした �)。㕥Ụは、ྂ民家の活用が地域文化保全に寄

与することを明らかにした �)。

再生民泊と地域づくりの関係に╔目した研究として

は、ᒸや⣽⏣の研究 �)�)があるが、実ែᢕᥱに␃まって

⾲１ ㄪᰝ対象の再生民泊࠾よࡧ⌧地ㄪᰝ対象⪅のᴫせ
外発型再生民泊%& 内発型再生民泊+1 」ྜ型再生民泊2%

立地 ᐩᒣ┴༡◝市஭Ἴ地༊ ᓥ根┴㑚༡⏫᪥㈏地༊ ⚟஭┴ᑠ὾市୹後⾤㐨地༊
開業 2�1� 年 2�1�年 2�1� 年

運営ᘓ≀
（ㄪᰝ᫬）

再生民泊�Ჷ �㌺、࢝ ࢙ࣇ 1Ჷ、≀㈍
ᗑ⯒㸯㌺（ᖹ㠃ᅗと఩置ᅗはᅗ 1、2
ཧ↷）

再生民泊 1 Ჷ、ࣇロࣥトව࢙࢝ࣇ 1
Ჷ（㠃ᅗと఩置ᅗはᅗ3、�ཧ↷）

再生民泊�Ჷ �㌺、ࣞࢫトラࣥ2Ჷ、
≀㈍ᗑ⯒1Ჷ（ᖹ㠃ᅗと఩置ᅗはᅗ�、
�ཧ↷）

現地ㄪᰝ 2�21�12��㹼2�21�12�1� 2�22�2�1㹼2�22�2�2 2�22�3�2�㹼2�22�3�3�
ㄪᰝ期㛫 2�21�12㹼2�22�3 2�22�2㹼2�22�3 2�22�3㹼2�22��

ㄪᰝ
対象者

・㸺<.㸼外᮶（ᘓ築家・ࠝ &-ࠞ社代⾲
取⥾役）

・㸺71㸼外᮶（ᮌ᙮้家・地域文化継
承者）

・㸺61㸼外᮶（⁽芸家・体験ᥦ౪者）
・㸺0.㸼地元（ᮌ᙮้家・地域づくり
ཧ与者）

・㸺17㸼外᮶（ࠝ &- 社࣐ࠞࢿーࣕࢪー）
・㸺<6㸼地元（ࠝ &- 社࣐ࠞࢿーࣕࢪー）
・㸺6'㸼地元（ᯘ業家・一⯡社ᅋἲ人
ࠝ-6ࠞ代⾲理事）

（ྜ計�ྡ、ᅗ�の外発型再生民泊事
業展開の関係ᅗཧ↷）

・㸺7'㸼地元（ᅵᮌᑓ㛛家・代⾲取⥾
役）

・㸺<$㸼地元（主௵技師・内部᝟報ᥦ
౪者）

・㸺.5㸼外᮶（従業ဨ）
・㸺8'㸼地元（従業ဨ）
（ྜ計�ྡ、ᅗ�の内発型再生民泊事
業展開の関係ᅗཧ↷）

・㸺$.㸼地元（ࠝ2.ࠞ社会㛗）
・㸺0.㸼外᮶（ࠝ2.ࠞ社社㛗）
・㸺05㸼地元（ࠝ 1* ༠ࠞ㆟会࣓ࣥࣂー・
工ົᗑ代⾲取⥾役）

・㸺61㸼地元（බົဨ）
・㸺17㸼地元（ձ1WᲷの࢜ーࢼー）
・㸺10㸼地元（ࠝ2.ࠞ社再生民泊事業
部㈐௵者）

・㸺.5㸼地元（ࠝ 1* ༠ࠞ㆟会࣓ࣥࣂー・
ࠝ.5ࠞ୙ື産代⾲取⥾役）

（ྜ計�ྡ、ᅗ �の」ྜ型再生民泊事
業展開の関係ᅗཧ↷）
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ᅗ� ෆⓎᆺ再生民泊஦ᴗྛẁ㝵関ಀᅗ

れた。㸺<$㸼とྠ年代の㸺+0㸼と㸺6,㸼は、地༊ูᡓ

␎事業で㸺7'㸼と▱りྜいになり、⿵ຓ事業や体験プ

ログラムに関する᝟報ᥦ౪者として࣓ࣥࣂーに引き㎸

まれた。また、地元ⱝᡭ大工を育成するため、㸺,1㸼

も࣓ࣥࣂーになった。࣓ࣥࣂーの �ྡは、それࡒれの

ศ野から意見を出して、ձ<GᲷᨵಟ活用計画をᥦ᱌し

た。㎰泊推進事業⿵ຓ㔠に᥇ᢥされ、ձ<GᲷのᨵಟを

ጞめることになった。

ᮾிで設計事ົᡤ໅ົの⤒験を有する㸺<$㸼はプロ

として㸺+'㸼を推⸀した。㸺ࣥࣙࢩࢡࣞ࢕ࢹトࢡ࢙ࢪ

+'㸼はᮾிと大阪の設計会社をᥦ᱌し、࣓ࣥࣂー �人

で検討した⤖果、大阪のࠝ'$ࠞ社を㑅ᐃした。ྂ民家

設計ᑓ㛛家の㸺6'㸼とも┦ㄯし、設計᱌がసられた。

2�1� 年 3Ң� ᭶に㸺,1㸼の施工により、ᨵಟ工事を⾜っ

た。

また、㸺+'㸼は㸺7'㸼に近㞄空き಴ᗜ（ղ,\ Ჷ、ᡤ

有者は㞄᥋する⚄社の㸺<0㸼）の活用を࢔ドࢫ࢖ࣂし、

一⯡社ᅋἲ人ࠝ05ࠞ社ྡ義で、地༊ูᡓ␎事業のຓ成

㔠���� ୓෇)を⋓ᚓし、実施に移した。㸺+'㸼はᘓ≀

の≉ᚩにᛂじて㸺.7㸼（ࢼ࢖ࢨࢹー）を推⸀し、2�1�

年 1Ң3 ᭶に㸺,1㸼の施工により、ᨵಟ工事が実施され、

。㣧食・地元฼用者஺流のሙがసられた・ࣥ࢖ࢡࢵ࢙ࢳ

2Ჷの施工によりึめてᘓ築家と仕事をする㸺,1㸼

は内⿦や㐀ᅬなどの工事を通して関㐃௻業（家ලᒇや

㔠≀ᒇなど）や職人と関係を築いた。㸺<$㸼は内⿦工

事などへの地域住民ཧຍをᥦ᱌したが、㸺7'㸼は、ࢹ

ーの構᝿を重どし、地域住民ཧຍをᩒえて実施ࢼ࢖ࢨ

しなかった。

㸱㸧㐠ႠⓎᒎẁ㝵㸦���� ᖺ㹼⌧ᅾ㸧

2�1� 年 �᭶に運営を開ጞした。再生民泊の運営は、

外部のᑓ㛛家に㢗らࡎ、ヨ⾜㘒ㄗしながら進めている。

固ᐃ3ྡࣇࢵࢱࢫ（㸺<$㸼の㓄അ者・㸺.5㸼ி㒔出㌟

の元地域おこし༠ຊ㝲ဨ・㸺8'㸼地元者）は、ࢵ࢙ࢳ

ࢿ㣧食・᱌内をᢸᙜする。Ύᤲは地元者やࣜ・ࣥ࢖ࢡ

ࣥ会社、Ύᤲ会社にጤクする。体験について、地元の

≉ᚩに基づく体験プラࣥをసり上げたが、実㝿は、ఱ

もない中ᒣ㛫地の㎰ᮧ⎔ቃがዲホであった。

D�⚄ᴦ体験：地元の �つ⚄ᴦᅋに౫㢗し、2᫬㛫 1�

人で 3₇目を⯙う。⚄ᴦの伝承と保全を目的として、

㸺7'㸼主ᑟで新しく立ち上げたⱝ者⚄ᴦᅋが主に体験

をᢸᙜしている（実⦼1組体験）。

E�⚄ᴦ㠃の⤮௜け体験（実⦼ �組体験）。

F�㝡芸体験：地元の㸺0:㸼（職人）がᥦ౪する。ぶ

子体験者多い。（E�F�は㸺6,㸼の᝟報ᥦ౪により௻画）

G�食体験：地元㎰家が食ᮦをᥦ౪し、宿泊ᐈはࣞࢩ

ࣞ。を見ながら自ศでసるࣆ はᙜึ地元㸺*0㸼（ᩱࣆࢩ

理家）がసったが、宿泊ᐈの期ᚅにῧえࡎ、㸺7'㸼の

ྠ⣭生、地元出㌟の㸺70㸼（බົဨ・食と㎰による地

域づくり推進者）から推⸀をཷけたி㒔市出㌟㸺1+㸼

（ᩱ理家）のࣞࣆࢩに変᭦した。ղ,\Ჷの開設で、㐌

ᮎཬび宿泊者がいる᫬に、観ගᐈと地元฼用者に食事

とコーヒーをᥦ౪することになり、地元のࣜࣆーࢱー

も多く、地域のᒃሙᡤとしてឡ╔が῝まりつつある。

また、ᮾி出㌟の㸺7/㸼（↎↦師）は地元の空き家

を฼用したコーヒー↎↦ᡤを再生民泊+1 や地元者に

開放する。

㸲㸧地ඖᒎ㛤ẁ㝵㸦ィ⏬୰㸧

地域外部の高ᗘなヒトのᑟධと、ᙼらの有する᝟報

㸱㸧㐠ႠⓎᒎẁ㝵����� ᖺ㹼���� ᖺ�

2�1� 年にᘓ築設計・再生民泊運営会社ࠝ&-ࠞ社を設

立した。ヒト・コト・モノの関係を活かし、職人と༠

ാして、地域価値を生み出す会社を目指した。地域外

の資㔠ㄪ㐩から、᫇ながらの技を現代に伝える職人た

ち（㸺71㸼㸺61㸼㸺1*㸼㸺,+㸼㸺:7㸼㸺0.㸼）と༠ാ

することまで、௒までにない体験をᥦ౪し、様々な仕

組をసり上げた。

D�࢜ーࢼーไᗘ：外᮶者のᢞ資により、� Ჷ �㌺の

民家ᘓ築をᨵಟし、再生民泊として運営する。㸺<.㸼

を中心としたࠝ&-ࠞ社が௻画・設計・運営をᢸᙜし、

職人（�ྡ）が空㛫づくりにཧ画した。

E�࣐ࣕࢠ࢖ラࣜーไᗘ：ᨵಟした再生民泊にᢸᙜ職

人のసရを展♧し、宿泊者に空㛫体験をᥦ౪する。

F�職人ᘵ子ධりไᗘ：おᐈが 3᫬㛫の体験を通して、

స家とྠじ空㛫（工ᡣ）で஺流のᶵ会を設け、地元文

化や伝統工芸への理解を῝める。స家に対してసရの

㈍኎ᩘ増や新しい࢔ࢹ࢖࢔をᚓるᶵ会もᥦ౪している。

ࠝ&-ࠞ社は、༠ാ者と従業ဨが 1�人、�割が┴外出

㌟であり、新たな人ᮦの取り㎸みに寄与している。Ύ

ᤲは地元のࣜࣥࢿ会社、Ύᤲ会社にጤクする。

G࢔�プࣜ開発：ࣝームࢧーࣗࢽ࣓ࢫࣅー☜ㄆ、ࣞࣥ

けでなく、観ග᝟報や地元ᗑ⯒᝟報もධࡔရ注文ࣝࢱ

ᡭできる。宿泊者と地域のᗑ⯒やࢧーࢫࣅなどを⧅ࡄ。

多国ㄒ対ᛂで外国人にも対ᛂでき、様々なおᐈに対し

て地域のヒト・コト・モノにࢫࢭࢡ࢔しやすくしてい

る。その⤖果、地域とおᐈの஺流を促がし、地元民も

外᮶者をཷけධれるようになった。

H�࢙࢝ࣇ・ࣞ 、プの開設：事業ึ期ࢵࣙࢩ・トラࣥࢫ

地域ではᮅ食をᥦ౪する㣧食ᗑが少なく、ո1P Ჷ�࢝

ࣞ、࢙ࣇ けでなく地元ࡔトラࣥ)を開設した。観ගᐈࢫ

のࣜࣆーࢱーも多く、地域に根௜いた࣌ࢫーࢫとなっ

ている。⇺〇ᩱ理を࣓ࣥ࢖とし、ᮌくࡎᥦ౪者（᙮้

師）と地元㎰家（食ᮦᥦ౪者）をᕳき㎸んで運営して

いる。また、స家性を重どした工芸ရなどの新たな地

産ရ㈍኎を展開するため、չ.P�≀㈍ᗑ⯒)を開設した。

㸲㸧地ඖᒎ㛤ẁ㝵����� ᖺ㹼⌧ᅾ�

㸺<.㸼の事業により、地域に新しい価値が生じ、地

域に่激を与えている。2�2� 年、地元出㌟の㸺6'㸼�ᯘ

業家)を代⾲とする一⯡社ᅋἲ人ࠝ -6 社ࠞが立ち上げら

れた。伝統をᮍ᮶に継承するため、また、新たな伝統

をつくるために、㸺<.㸼をྵࡴ業✀のᇉ根を㉺えた࣓

。ーが、まちの再生を目指しているࣂࣥ

㸺71㸼と地元出㌟の㸺6'㸼、㸺0.㸼は、外᮶者と地

元௻業者を⧅ࡄ⤖⠇Ⅼとなり、地域内のࢵࢿトワーࢡ

が重ᒙ化してᣑがり、㸺<.㸼をྵࡴⱝᡭの௻業者がࢳ

ームをసって、コ࣑ࣗࢫࢿࢪࣅ࢕ࢸࢽ化による地域課

題の解Ỵを᥈り出す。㸺<.㸼は「௒までにないᶵ能を

ᣢつヒト（新しい≀差し）」として、ᐈ観的など⥺で、

社ᅋ事業に新しい᝟報と地域のしがらみにᅃわれない

ุ᩿をᥦ౪する。空き家を㈤㈚≀௳・኎㈙≀௳として

᥀り起こして、୙ື産流通にのࡏるࡔけでなく、地域

に୙㊊するᶵ能の誘ᑟを⾜っている。౛え2�21ࡤ 年に

࢜ープࣥしたࠝ%.ࠞࣥࣃᒇは、㸺<.㸼もཧຍしてࠝ-6ࠞ

社が誘⮴した。また、2�22 年 �᭶、չ.P ㌺ではἈ⦖展

（ናᒇ↝、Ἀ⦖のコーヒー、ධᾎ๣などの展♧と㈍኎）

を開ദした。

㸰.㸰．再生民泊 HN㸦ෆⓎᆺ㸧のᒎ㛤ࢫࢭࣟࣉ

地元出㌟の㸺7'㸼（ᅵᮌᑓ㛛技師）は人口減少、少

子高齢化、空き家などの地域課題をㄆ㆑し、地域の賦

活を目論んで空き家再生による宿泊施設を構᝿した。

代⾲的な民㛫主ᑟの内発型再生民泊事౛である。ᅗ �

は内発型再生民泊事業ྛẁ㝵のヒト・コト・モノの関

係性の展開を⾲したものである。

１㸧ⴌⱆẁ㝵㸦���� ᖺ㸧

㑚༡⏫には 12 地༊（බ民㤋༢఩）があり、2�1� 年

より地༊ูᡓ␎事業の⿵ຓ事業がጞまった。බ民㤋༢

఩で౑用できる 3�� ୓෇の⿵ຓ㔠以外、��� ୓෇の⿵

ຓ㔠も⏦ㄳ可能のため、᪥㈏බ民㤋観ග部会部㛗の㸺

7'㸼は、つᶍの大きなྂ民家（ᪧ㐀り㓇ᒇ、ᪧᗉᒇ）

の活用と↓ᙧ民಑文化財の継承計画を立てた。᪥㈏地

༊活性化༠㆟会のྡ義でᥦ᱌したが、ἲ人᱁がなく継

⥆運営にᠱᛕがあるためⴠ㑅した。㸺7'㸼は )DFHERRN

で㢮ఝ事౛のグ事を見て、⠛ᒣ出㌟の㸺.1㸼（⥲ົ┬

ー）に㐃⤡し、᪥㈏地༊活性化のあり方にࢨ࢖ࣂド࢔

ついて┦ㄯした。㸺.1㸼にᑠつᶍᘓ≀（ձ<GᲷ）から

ጞめることを࢔ドࢫ࢖ࣂされ、中ᅄ国㎰ᨻᒁの㎰泊推

進事業⿵ຓ㔠（���� ୓෇）の᝟報もᥦ౪された。

㸰㸧‽ഛィ⏬ẁ㝵㸦���� ᖺ�����ᖺ㸧

空き家ձ<GᲷを活用するため、㸺7'㸼を中心に、ྠじ

ᚿをᣢつ࣓ࣥࣂー �人（地元役ሙ職ဨ㸺<$㸼、地元බ

民㤋主事㸺+0㸼、大⏣市出㌟の地༊ูᡓ␎事業外部࢔

ドࢨ࢖ࣂー㸺6,㸼、地元大工㸺,1㸼）が㞟まって、一

⯡社ᅋἲ人ࠝ05ࠞ社を設立した。㸺<$㸼は一⣭ᘓ築士

資᱁を有する ーࣥ者であり、᪥㈏地༊にある⏫のࢱ8

文化財のᨵಟにᦠわっていたとこࢁを᭱ึに引き㎸ま
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ᅗ� ෆⓎᆺ再生民泊஦ᴗྛẁ㝵関ಀᅗ

れた。㸺<$㸼とྠ年代の㸺+0㸼と㸺6,㸼は、地༊ูᡓ

␎事業で㸺7'㸼と▱りྜいになり、⿵ຓ事業や体験プ

ログラムに関する᝟報ᥦ౪者として࣓ࣥࣂーに引き㎸

まれた。また、地元ⱝᡭ大工を育成するため、㸺,1㸼

も࣓ࣥࣂーになった。࣓ࣥࣂーの �ྡは、それࡒれの

ศ野から意見を出して、ձ<GᲷᨵಟ活用計画をᥦ᱌し

た。㎰泊推進事業⿵ຓ㔠に᥇ᢥされ、ձ<GᲷのᨵಟを

ጞめることになった。

ᮾிで設計事ົᡤ໅ົの⤒験を有する㸺<$㸼はプロ

として㸺+'㸼を推⸀した。㸺ࣥࣙࢩࢡࣞ࢕ࢹトࢡ࢙ࢪ

+'㸼はᮾிと大阪の設計会社をᥦ᱌し、࣓ࣥࣂー �人

で検討した⤖果、大阪のࠝ'$ࠞ社を㑅ᐃした。ྂ民家

設計ᑓ㛛家の㸺6'㸼とも┦ㄯし、設計᱌がసられた。

2�1� 年 3Ң� ᭶に㸺,1㸼の施工により、ᨵಟ工事を⾜っ

た。

また、㸺+'㸼は㸺7'㸼に近㞄空き಴ᗜ（ղ,\ Ჷ、ᡤ

有者は㞄᥋する⚄社の㸺<0㸼）の活用を࢔ドࢫ࢖ࣂし、

一⯡社ᅋἲ人ࠝ05ࠞ社ྡ義で、地༊ูᡓ␎事業のຓ成

㔠���� ୓෇)を⋓ᚓし、実施に移した。㸺+'㸼はᘓ≀

の≉ᚩにᛂじて㸺.7㸼（ࢼ࢖ࢨࢹー）を推⸀し、2�1�

年 1Ң3 ᭶に㸺,1㸼の施工により、ᨵಟ工事が実施され、

。㣧食・地元฼用者஺流のሙがసられた・ࣥ࢖ࢡࢵ࢙ࢳ

2Ჷの施工によりึめてᘓ築家と仕事をする㸺,1㸼

は内⿦や㐀ᅬなどの工事を通して関㐃௻業（家ලᒇや

㔠≀ᒇなど）や職人と関係を築いた。㸺<$㸼は内⿦工

事などへの地域住民ཧຍをᥦ᱌したが、㸺7'㸼は、ࢹ

ーの構᝿を重どし、地域住民ཧຍをᩒえて実施ࢼ࢖ࢨ

しなかった。

㸱㸧㐠ႠⓎᒎẁ㝵㸦���� ᖺ㹼⌧ᅾ㸧

2�1� 年 �᭶に運営を開ጞした。再生民泊の運営は、

外部のᑓ㛛家に㢗らࡎ、ヨ⾜㘒ㄗしながら進めている。

固ᐃ3ྡࣇࢵࢱࢫ（㸺<$㸼の㓄അ者・㸺.5㸼ி㒔出㌟

の元地域おこし༠ຊ㝲ဨ・㸺8'㸼地元者）は、ࢵ࢙ࢳ

ࢿ㣧食・᱌内をᢸᙜする。Ύᤲは地元者やࣜ・ࣥ࢖ࢡ

ࣥ会社、Ύᤲ会社にጤクする。体験について、地元の

≉ᚩに基づく体験プラࣥをసり上げたが、実㝿は、ఱ

もない中ᒣ㛫地の㎰ᮧ⎔ቃがዲホであった。

D�⚄ᴦ体験：地元の �つ⚄ᴦᅋに౫㢗し、2᫬㛫 1�

人で 3₇目を⯙う。⚄ᴦの伝承と保全を目的として、

㸺7'㸼主ᑟで新しく立ち上げたⱝ者⚄ᴦᅋが主に体験

をᢸᙜしている（実⦼1組体験）。

E�⚄ᴦ㠃の⤮௜け体験（実⦼ �組体験）。

F�㝡芸体験：地元の㸺0:㸼（職人）がᥦ౪する。ぶ

子体験者多い。（E�F�は㸺6,㸼の᝟報ᥦ౪により௻画）

G�食体験：地元㎰家が食ᮦをᥦ౪し、宿泊ᐈはࣞࢩ

ࣞ。を見ながら自ศでసるࣆ はᙜึ地元㸺*0㸼（ᩱࣆࢩ

理家）がసったが、宿泊ᐈの期ᚅにῧえࡎ、㸺7'㸼の

ྠ⣭生、地元出㌟の㸺70㸼（බົဨ・食と㎰による地

域づくり推進者）から推⸀をཷけたி㒔市出㌟㸺1+㸼

（ᩱ理家）のࣞࣆࢩに変᭦した。ղ,\Ჷの開設で、㐌

ᮎཬび宿泊者がいる᫬に、観ගᐈと地元฼用者に食事

とコーヒーをᥦ౪することになり、地元のࣜࣆーࢱー

も多く、地域のᒃሙᡤとしてឡ╔が῝まりつつある。

また、ᮾி出㌟の㸺7/㸼（↎↦師）は地元の空き家

を฼用したコーヒー↎↦ᡤを再生民泊+1 や地元者に

開放する。

㸲㸧地ඖᒎ㛤ẁ㝵㸦ィ⏬୰㸧

地域外部の高ᗘなヒトのᑟධと、ᙼらの有する᝟報
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の元ᩱீであり、元のᘓ築様ᘧがⰋዲに保全されてい

るため、再生民泊として活用することになった。それ

にకって重伝ᘓに関心がⷧかった࢜ーࢼーの㸺17㸼も

ࠝ1*ࠞ༠㆟会の࣓ࣥࣂーになった。ࠝ1*ࠞ༠㆟会ᘓ築

ጤဨ会のࠝ .$ 工ࠞົᗑがỈᅇりと風࿅のᨵಟをᢸᙜし、

ࠝ1*ࠞ༠㆟会の௚の࣓ࣥࣂーはᨵಟ資ᮦ（ᮌᮦ、㔠≀

など）をㄪ㐩し、地元出㌟の大阪のᘓ築家ࠝ7)ࠞ社の

㸺$1㸼が┘ಟ者として設計の࢔ドࢫ࢖ࣂを⾜った。

ᨵಟ㈝について、ึ期資㔠୙㊊のため、㸺$.㸼はᗈ

告会社の元ྠ൉㸺%%㸼（ࠝ75ࠞ社代⾲）から࢔ド࢖ࣂ

᭱、をཷけࢫ 低㝈のỈᅇりᨵಟと))(（)XUQLWXUH家ල・

)L[WXUH ொ器・(TXLSPHQWഛရ）ᩚ ഛという方㔪がỴま

った。市㛗㸺06㸼と┦ㄯし、⾜ᨻから 1��� ୓෇がᨭ᥼

された。継⥆的に事業を展開さࡏるために、2Ჷ目以

㝆のᨵಟは、1Ჷᙜたり 1��� ୓෇までとすることにな

った。

㸱㸧㐠ႠⓎᒎẁ㝵����� ᖺ㹼���� ᖺ�

ྛ方㠃のಙ㢗および༠ാ関係に基づいて、再生民泊

事業をᣑ大するため、㸺$.㸼はࠝ2.ࠞ社内部で宿泊部

とබ┈部を設立した。地元出㌟の元市ၟ工観ග課の㸺

10㸼は宿泊部（�ྡ）の㈐௵者として運営と体験ࢧー

の計画をᢸᙜした。地元出㌟の㸺+'㸼はබ┈部のࢫࣅ

㈐௵者として⿵ຓ、ྲཱྀ ク、ㄪᰝなどをᢸった。2�1� 年、

地元出㌟の㸺6'㸼にղ7JᲷを೉り、ࠝ2. 社ࠞによる 1���

୓෇のᢞ資とࢡラ࢘ドࣥ࢕ࢹࣥ࢓ࣇグの 1��୓෇でᨵ

ಟして、運営を開ጞした。ྠ年、社内ၟ社部の㈐௵者

㸺61㸼がᡤ有するճ6\Ჷをࠝ2.ࠞ社が೉りて中ᑠ௻業

ᗇと重伝ᘓの⿵ຓ㔠を฼用してᨵಟし、運営をጞめた。

մ0\Ჷのᡤ有者は地元出㌟のᘚㆤ士㸺0<㸼であり、全

㢠ᢞ資でᨵಟし、ጤク⟶理のᙧでࠝ2.ࠞ社が運営して

いる。ࠝ1*ࠞ༠㆟会ᘓ築ጤဨ会のࠝ05ࠞ工ົᗑがᨵಟ

施工（ղճմ）をᢸᙜした。ࠝ 1*ࠞ༠㆟会のࠝ.5 �ࠞ୙

ື産業)の௰௓により、7G Ჷのյ主ᒇとնⶶをࠝ2.ࠞ

社が㉎ධした。文化ᗇの⿵ຓ㔠を฼用し、ࠝ1*ࠞ༠㆟

会ᘓ築ጤဨ会のࠝ.1ࠞ工ົᗑがᨵಟ施工をᢸᙜした。

2�1� 年、㛗野┴出㌟㹈ࢱーࣥの移住者㸺0.㸼�国から

ᑠ὾市役ᡤへの出向⤒験あり)は㸺$.㸼の後継者とし

て、ࠝ2.ࠞ社にᣍかれた。

⣲泊を基本ࢧーࢫࣅとして宿泊ᐈにᥦ౪し、ᮅ食は

地元࣍ࣝࢸ $% がᥦ౪し、1� ࣨᡤの地元人気㣧食ᗑと

ᥦᦠしている。Ύᤲは地元者、ࣜࣥࢿ会社やΎᤲ会社

にጤクしている。地域文化体験プログラムがᥦ౪され、

地元職人との⧅がりも生み出されている。

D�伝統芸術・技術体験�ᩱீ᧛☻（芸ዽがှや㋀り、

୕࿡⥺）、ⱝ⊃ሬ、ⱝ⊃めのう⣽工、ⱝ⊃࿴⣬。

E�食体験�。సりࢫࢱらとࣞ࡫のኳࣂࢧ

F�景観体験�文化財のおᑎ、自↛の⸽Ὕ㛛めࡄり㐟ぴ

⯪。

㹢�㎰業㺃⁺業体験：ᱵの཰✭体験、ᐃ置⥙体験。

㸲㸧地ඖᒎ㛤ẁ㝵�����ᖺ㹼⌧ᅾ�

㸺$.㸼を中心に、誘ᐈ部を設立し、࣓࢝ࣜ࢔出㌟の

㸺-6㸼を㈐௵者としてᾏ外観ගᐈへの᝟報発ಙを開ጞ

した。㸺0.㸼を中心に、┴の⿵ຓ㔠を฼用し、2�21 年

から重伝ᘓ地༊外の西ὠ地༊においてշ.P Ჷの運営

をጞめた。また、㸺0.㸼は、自宅用に㸺.5㸼の௰௓に

より、重伝ᘓ地༊内の⏫ᒇ�空き家)を㉎ධした。とも

にࠝ1*ࠞ༠㆟会ᘓ築ጤဨ会のࠝ05ࠞ工ົᗑがᨵಟ施工

をᢸᙜした。ධ社前の㸺0.㸼と地元出㌟の㸺61㸼は市

役ᡤに໅ົしていた᫬に、地域文化をࢸー࣐とする宿

泊事業に共感していた。㸺61㸼は、2�21 年に設立され

た文化஺流課でᨵಟの࢔ドࢫ࢖ࣂや⿵ຓ㔠の᝟報ᥦ౪

などをᢸᙜしている。㸺61㸼はշ.PᲷとྠ᫬期に開設

した*(Ჷ�ྂ民家からᨵಟした⠂㈍኎・࢝ を西ὠ(࢙ࣇ

地༊の代⾲観ග施設として全国に35 している。

内部者の㸺$.㸼と外部者㸺0.㸼の」║的どⅬによる

事業展開がጞまった。

㸳㸧ᗈ域ᒎ㛤ẁ㝵�����ᖺ㹼⌧ᅾ�

ࠝ2.ࠞ社はᑠ὾観ගのྖ௧ሪとして、㸺$.㸼を中心

とした地元展開とྠ᫬に、㸺0.㸼を中心に重ᒙ的にᗈ

域事業を展開しጞめた。2�2� 年ᚿ✚地༊に地元者とと

もに出資し、ᰴᘧ会社ࠝ60ࠞを設立し、ࣞࢫトラࣥを

ే設した再生民泊を運営している。ྠ年、ᯇỌ地༊に
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トラࣥをඛ⾜࢜ープࣥさࡏた。また、新ၟရ開発、(&

事業（࢜ࣥラࣥ࢖でၟရやࢧーࢫࣅを㈍኎する事業）
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業の඘実化やヨ⾜、新たなࢫࢿࢪࣅが௻画されている。
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泊者以外にも空㛫体験のᶵ会をᥦ౪し、E�宿泊者の食

の㑅ᢥ⫥を増やすために、ࢫࣞࣥ࢔ࣜࢱ࢖トラࣥ�㑚༡
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㸺67㸼との༠ാによる出ᙇㄪ理を௻画ࣇ࢙ࢩーࣥ者ࢱ
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ᨵಟによる2Ჷ目の再生民泊を計画している。その௚

では、ࠝ05ࠞ社として⿵ຓ㔠を⋓ᚓし、ᩱ理家㸺+1㸼

の༠ຊをᚓて、新たな≉産ရ開発をືかしጞめている。

㸰.㸱．再生民泊 2%㸦」ྜᆺ㸧のᒎ㛤ࢫࢭࣟࣉ

ࠝ2.ࠞ社は、୕ࢡࢭ௻業による事業の一⎔として、

⚟஭┴ᑠ὾市の重要伝統的ᘓ㐀≀⩌保存地༊を中心に

」ᩘの⏫家等を再生民泊にࣜノ࣋ーࣥࣙࢩし、⏫୪み

保全再生に寄与している。事業の主ᑟ者は、8ࢱーࣥ

者㸺$.㸼から㛗野┴出㌟の㹈ࢱーࣥ移住者㸺0.㸼に引

き継がれて継⥆している。民㛫主ᑟ、⾜ᨻ༠ຊの」ྜ

型再生民泊事౛である。ᅗ �は、」ྜ型再生民泊事業

ྛẁ㝵のヒト・コト・モノの関係性の展開を⾲したも

のである。

１㸧ⴌⱆẁ㝵����� ᖺ㹼���� ᖺ�

ᮾிのᗈ告会社ᅾ⡠中に、ᑠ὾出㌟の㸺$.㸼は、ၟ

ရや࣓࢔࢕ࢹなどの開発にᦠわってきた⤒験を活かし、

2��1 年から 2��3 年までᑠ὾食文化のまちづくり計画

をస成した。

一方、2��� 年に 1* 地༊が重要伝統的ᘓ㐀≀⩌（以

下、重伝ᘓ）保存地༊に㑅ᐃされたことをきっかけと

して、地元のṔྐ的⏫୪みの保存・ᩚഛ・活用を目指

す民㛫組⧊ࠝ1*ࠞ༠㆟会（࣓ࣥࣂー 3�ྡ程ᗘ）が設立

された。
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の計画を⟇ᐃし、2�1� 年、ᑠ὾市は ��㸣を出資し、ࠝ2.ࠞ

社を設立した。2�11 年からࠝ2.ࠞ社は、市のጤクとし

て、新築の㐨の㥐ո0H Ჷとࣞࢫトラࣥչ6NᲷを⟶理し、

。トの運営を中心に事業展開したࣥ࣋࢖

㸰㸧‽ഛィ⏬ẁ㝵����� ᖺ㹼���� ᖺ�

2�11 年、ᮾிから ーࣥした㸺$.㸼はࠝ2.ࠞ社にධࢱ8

ᅗ� 」ྜᆺ再生民泊஦ᴗྛẁ㝵関ಀᅗ

社し、ࠝ1*ࠞ༠㆟会とಙ㢗関係を築いていく。2�1� 年

にࠝ2.ࠞ社ྡ義で、観ග地㨩ຊ๰㐀事業の⿵ຓ㔠を⋓
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で、ࠝ1*ࠞ༠㆟会ᘓ築ጤဨ会の㸺26㸼を通じて、ձ1W

Ჷの࢜ーࢼー㸺17㸼と▱りྜった。ձ1W Ჷは明἞ึ期
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とした地元展開とྠ᫬に、㸺0.㸼を中心に重ᒙ的にᗈ

域事業を展開しጞめた。2�2� 年ᚿ✚地༊に地元者とと

もに出資し、ᰴᘧ会社ࠝ60ࠞを設立し、ࣞࢫトラࣥを

ే設した再生民泊を運営している。ྠ年、ᯇỌ地༊に

おᑎと再生民泊、家ල工ᡣ、お㓑㔊㐀ᡤ、㎰業者等が

㐃ᦠして誘ᐈに取り組ࡴ体験プログラムを開発した。

2�22 年、㜿⣡地༊に地༊住民、5(9,&（地域⤒῭活性

化ᨭ᥼ᶵ構）、地元㖟⾜グࣝープとともに、民泊再生

のプラࢵト࢛ࣇームとなるࠝ $1 社ࠞを設立し、2�22 年

にᗫ業᪑㤋をᨵಟした宿泊施設を開設し、ࠝ2.ࠞ社が

運営ཷクするணᐃである。ᾏの㥐地༊にある᪤存施設

のࣜࣗࢽーࣝ࢔や運営、᝟報㓄ಙなど༠ຊしている。

໭㝣新ᖿ⥺ᩔ㈡ᘏఙを見ᤣえ、㔛ᾏや㔛ᒣの㨩ຊを伝

え、市内࿘㐟の᰾となることを目指す。2�21 年、㐨の

㥐ո0HᲷの一部をᨵಟし、地ሙ野⳯を中心としたࣞࢫ

トラࣥをඛ⾜࢜ープࣥさࡏた。また、新ၟရ開発、(&

事業（࢜ࣥラࣥ࢖でၟရやࢧーࢫࣅを㈍኎する事業）

を展開しており、自社ၟရの開発を᭦に進めるணᐃで
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外᮶者の移住と事業展開で地元に่激を与え、地域

賦活への意㆑をぬ㓰さࡏる。外᮶者は、地元者にኌ᥃

けしながら再生民泊事業を主ᑟし、ᚎ々に共感者を増

やし、地域からㄆめられた。一方、地元者は่激に཯

ᛂして、ྠ一化することを㑊けつつ外᮶者の事業とᨭ

えྜう関係を築き、地域を賦活するために地元者がጞ

めた事業に外᮶者を誘った。⤖果としてẁ㝵的な༠ാ

関係が生まれているというような内外┦஫ᾐ㏱関係を

ᙧ成した。

外発型再生民泊は、地域文化を基盤とした内外┦஫

ᾐ㏱的な関係により成立している。

㸱.㸰．ෆⓎᆺ再生民泊の≉ᚩ

ⴌⱆẁ㝵では、地元有ᚿは地域課題と地域文化保全

を目的に空き家活用を計画する。ձ内外部からᨵಟや

運営などの࢔ドࢫ࢖ࣂと⿵ຓ㔠など外部資㔠⋓ᚓの᝟

報を✚ᴟ的に取ᚓし、ྂ民家�空き家等)活用を計画す

る。

‽ഛ計画ẁ㝵では、ղ地元の再生民泊組⧊⤒営に共

感する者を中心に、設計やᨵಟの外部ᑓ㛛家を通して

地元の施工者などと再生民泊空㛫づくりを༠ാする。

ճ外部༠ാ者のどⅬにより、再生民泊関係の可能性を

発見し、外部からの学びを実践に᥼用する。

運営発展ẁ㝵では、մ運営体ไをᶍ⣴し、再生民泊

等施設の運営に注ຊする。յ体験プログラム、ၟရ開

発等を展開する。ն仕事の๰出と新たな人ᮦの࿧び㎸

みがなされる。շ地元ᗑや༠ຊ者との㐃ᦠにより、実

践からᚓた▱見を地域に࢕ࣇードࢡࢵࣂする。

地元展開ẁ㝵では、実践からᚓたヒト・コト・モノ

の関係を活用して、ո事業ᣑ大に注ຊし、事業の運営

体ไをᩚえる。

内発型再生民泊ྛẁ㝵の≉ᚩは、地域課題と地域価

値をㄆ㆑した内部者が、㝈られた内部のヒトを活かし

つつ、空㛫や食のࣥ࢖ࢨࢹなど内部のヒトでは㈥えな

いとこࢁは、地域価値を᭱大化さࡏることのできる高

ᗘな外部のヒトをᑟධすることにより、✚ᴟ的にᙉい

่激をཷける。地域にཷけධれられつつ╔実に保Ᏺ的

な័習を஌り㉺えて地域は変化する。

内発型再生民泊成立の仕組みとして、中心はあくま

でも内部者であり、外᮶者との⿵᏶関係を築いている。

㸱.㸱．」ྜᆺ再生民泊の≉ᚩ

ⴌⱆẁ㝵では、ձ地域文化保全と地域課題解Ỵに向

けて、」ᩘ事業がືき出す。

‽ഛ計画ẁ㝵では、内部の再生民泊組⧊⤒営者は、

再生民泊の可能性を発見し、ղ内部ྛ方組⧊の༠ാ者

とಙ㢗および༠ാ関係を築いて、ճ外部からྂ民家（空

き家）活用の࢔ドࢫ࢖ࣂと⿵ຓ㔠᝟報を✚ᴟ的に取ᚓ

する。մ設計やᨵಟの外部ᑓ㛛家と地元施工者などの

༠ຊ者により、再生民泊空㛫づくりを༠ാする。

運営発展ẁ㝵では、յ⿵ຓ㔠等の外部資㔠を✚ᴟ的

に活用し、」ᩘの再生民泊を展開する。ն体験プログ

ラムやၟရ開発等を進めることにより、շ仕事が๰出

される。一方、ո新たな事業展開をᅗるために外᮶の

再生民泊組⧊⤒営継承者をᣍく。չ」ᩘ再生民泊の運

営により、運営༠ຊ者、地域文化継承者や地元ᗑ⯒と

の㐃ᦠがᣑがる。

」ྜ型再生民泊の≉ᚩとして地元展開ẁ㝵とᗈ域展

開ẁ㝵とがే⾜して進展し、┦஌効果をᚓる。

地元展開ẁ㝵では、պ内部者再生民泊組⧊⤒営者が

主ᑟして、地域᝟報を✚ᴟ的に外部�国外ྵࡴ)に発ಙ

する。ջ外᮶の再生民泊組⧊⤒営者が主ᑟして、内外

の組⧊⤒営者の㐃ᦠにより事業をᣑ大する。

ᗈ域展開ẁ㝵では、ռᗈ域の地域課題の解Ỵや地域

資源の活用に✚ᴟ的に関わり、」ᩘの地元௻業やᅋ体、

༠ാ者と༠ຊし、ᗈ域地域᣺⯆を推進する。

」ྜ型再生民泊事業ྛẁ㝵の≉ᚩは、地域文化の保

全と地域課題解Ỵに対して、内部者と外部者の」║的

などⅬを有することである。地元者と外᮶者はྠじ理

ᛕで事業を立ち上げ、୧者が、஫いにຓけྜい、༢⊂

でᚓられる以上の成果を上げる内外の┦஌関係である。

その⤖果として、地元�内部者中心)・ᗈ域�外部者中心)

といった重ᒙ的なヒト・モノ・コトの関係性をᙧ成し

て地域賦活をᅗるといった┦஌効果をᑟくことができ

る。

㸲．ࡲとめ

本研究は、2❶では、外発型・内発型・」ྜ型の再

生民泊の代⾲的 3事౛を対象に、ヒト・コト・モノの

関係性の展開とᣑがりをᢕᥱした。これをもとに、3

❶では、地域賦活と地域文化保全に寄与する外発型・

内発型・」ྜ型再生民泊成立の仕組みの≉ᚩを以下の

通り明らかにした。

1)外発型再生民泊：外᮶者のどⅬで、ヒト・コト・

モノを再生民泊の要⣲として展開され、内外┦஫ᾐ㏱

関係が生まれ、地域文化保全と地域賦活を推進する。

2)内発型再生民泊：内部者が地域ㄆ㆑で、再生民泊

の実践からᚓた▱見により、内外⿵᏶関係を構築し、

⾲� እⓎᆺ再生民泊ࠊෆⓎᆺ再生民泊ࠊ」ྜᆺ再生民泊ᡂ❧の௙⤌ࡳの≉ᚩ

外発型再生民泊 内発型再生民泊 」ྜ型再生民泊

ⴌ

ⱆ

ẁ

㝵
地域の可能性の発見と空き家の個

人的活用

地域課題と地域文化保全に基づき

外部から᝟報を✚ᴟ的に取ᚓ

」ᩘ事業がືき出す

‽

ഛ

計

画

ẁ

㝵 再生民泊の空㛫づくりを通して地

域との⧅がりが発生

再生民泊の空㛫づくりを通して外

部との⧅がりが発生

内部ྛ方とಙ㢗・༠ാ関係を築き、再生

民泊の空㛫づくりを通して外部と⧅がる

運

営

発

展

ẁ

㝵 事業ᣑᙇ・地域賦活に寄与 事業運営、仕事๰出と地域༠ാ㐃ᦠ 事業運営、仕事๰出と地域༠ാ㐃ᦠ

地

元

展

開

ẁ

㝵 地域づくりへのཧຍと地域活性化 事業ᣑ大注ຊ

ᗈ

域

展

開

ẁ

㝵

地元展開ẁ㝵とᗈ域展開ẁ㝵とがే⾜進

展する。内外と㐃ᦠし、外部に発ಙする。

༠ാ者と༠ຊし、ᗈ域地域の᣺⯆を推進

する。

ある。ྠ年、観ගᗇ世⏺Ỉ‽の '02 ᙧ成促進事業を活

用し、「食・自↛・文化体験」の組みྜわࡏで 11コー

。グしているࣥࢽをプラࣥࢫ

㸱．እⓎᆺࠊෆⓎᆺ࠾よࡧ」ྜᆺ再生民泊≉ᚩのศᯒ

再生民泊組⧊⤒営者を中心に、外発型・内発型・」

ྜ型ẖに事業成立と展開のプロࢫࢭをᩚ理し�⾲ 2)、

それࡒれの≉ᚩを明らかにする。

㸱.１．እⓎᆺ再生民泊の≉ᚩ

ⴌⱆẁ㝵では、地域が有する࣏ࣝࣕࢩࣥࢸを発見し

た外᮶者が移住し、ձྂ民家（空き家等）を個人的に

㉎ධする。ղ▱りྜいの宿泊者を通じて、事業発展の

可能性を発見する。

‽ഛ計画ẁ㝵では、ճ外᮶の再生民泊組⧊⤒営者を

中心に、設計やᨵಟの外部ᑓ㛛家、地元施工者などが

༠ാする。մ地域文化継承者と༠ാして空㛫づくりを

⾜う。յ地域文化保全への共感をきっかけに民家ᘓ築

をᨵಟし、再生民泊事業を開ጞする。

運営発展ẁ㝵では、ն外部資㔠の⋓ᚓを通して、事

業をᣑᙇする�」ᩘ再生民泊を開設)。շ体験プログラ

ム、ၟရ開発等を展開する。ո仕事の๰出と新たな人

ᮦの࿧び㎸みがなされる。չ地元ᗑや運営༠ຊ者との

㐃ᦠにより地域賦活に寄与し、地域のಙ㢗を⋓ᚓする。

地元展開ẁ㝵では、պ地域価値を向上さࡏるために、

地域づくり活ືへཧ画する。ջその効果として地域の

活性化にᙳ㡪を与える。

外発型再生民泊ྛẁ㝵の≉ᚩは、外᮶者のどⅬから、

地域の可能性を発見し、空き家を地域資源として活用

することであり、次のẁ㝵として、再生民泊の価値を

上げるために、地域の価値向上に向かうことである。

外᮶の再生民泊組⧊⤒営者は地域のヒトのつながりを

฼用し、地域は地元者にはない外᮶者の能ຊを活用す

る。
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外᮶者の移住と事業展開で地元に่激を与え、地域

賦活への意㆑をぬ㓰さࡏる。外᮶者は、地元者にኌ᥃

けしながら再生民泊事業を主ᑟし、ᚎ々に共感者を増

やし、地域からㄆめられた。一方、地元者は่激に཯

ᛂして、ྠ一化することを㑊けつつ外᮶者の事業とᨭ

えྜう関係を築き、地域を賦活するために地元者がጞ

めた事業に外᮶者を誘った。⤖果としてẁ㝵的な༠ാ

関係が生まれているというような内外┦஫ᾐ㏱関係を

ᙧ成した。

外発型再生民泊は、地域文化を基盤とした内外┦஫

ᾐ㏱的な関係により成立している。

㸱.㸰．ෆⓎᆺ再生民泊の≉ᚩ

ⴌⱆẁ㝵では、地元有ᚿは地域課題と地域文化保全

を目的に空き家活用を計画する。ձ内外部からᨵಟや

運営などの࢔ドࢫ࢖ࣂと⿵ຓ㔠など外部資㔠⋓ᚓの᝟

報を✚ᴟ的に取ᚓし、ྂ民家�空き家等)活用を計画す

る。

‽ഛ計画ẁ㝵では、ղ地元の再生民泊組⧊⤒営に共

感する者を中心に、設計やᨵಟの外部ᑓ㛛家を通して

地元の施工者などと再生民泊空㛫づくりを༠ാする。

ճ外部༠ാ者のどⅬにより、再生民泊関係の可能性を

発見し、外部からの学びを実践に᥼用する。

運営発展ẁ㝵では、մ運営体ไをᶍ⣴し、再生民泊

等施設の運営に注ຊする。յ体験プログラム、ၟရ開

発等を展開する。ն仕事の๰出と新たな人ᮦの࿧び㎸

みがなされる。շ地元ᗑや༠ຊ者との㐃ᦠにより、実

践からᚓた▱見を地域に࢕ࣇードࢡࢵࣂする。

地元展開ẁ㝵では、実践からᚓたヒト・コト・モノ

の関係を活用して、ո事業ᣑ大に注ຊし、事業の運営

体ไをᩚえる。

内発型再生民泊ྛẁ㝵の≉ᚩは、地域課題と地域価

値をㄆ㆑した内部者が、㝈られた内部のヒトを活かし

つつ、空㛫や食のࣥ࢖ࢨࢹなど内部のヒトでは㈥えな

いとこࢁは、地域価値を᭱大化さࡏることのできる高

ᗘな外部のヒトをᑟධすることにより、✚ᴟ的にᙉい

่激をཷける。地域にཷけධれられつつ╔実に保Ᏺ的

な័習を஌り㉺えて地域は変化する。

内発型再生民泊成立の仕組みとして、中心はあくま

でも内部者であり、外᮶者との⿵᏶関係を築いている。

㸱.㸱．」ྜᆺ再生民泊の≉ᚩ

ⴌⱆẁ㝵では、ձ地域文化保全と地域課題解Ỵに向

けて、」ᩘ事業がືき出す。

‽ഛ計画ẁ㝵では、内部の再生民泊組⧊⤒営者は、

再生民泊の可能性を発見し、ղ内部ྛ方組⧊の༠ാ者

とಙ㢗および༠ാ関係を築いて、ճ外部からྂ民家（空

き家）活用の࢔ドࢫ࢖ࣂと⿵ຓ㔠᝟報を✚ᴟ的に取ᚓ

する。մ設計やᨵಟの外部ᑓ㛛家と地元施工者などの

༠ຊ者により、再生民泊空㛫づくりを༠ാする。

運営発展ẁ㝵では、յ⿵ຓ㔠等の外部資㔠を✚ᴟ的

に活用し、」ᩘの再生民泊を展開する。ն体験プログ

ラムやၟရ開発等を進めることにより、շ仕事が๰出

される。一方、ո新たな事業展開をᅗるために外᮶の

再生民泊組⧊⤒営継承者をᣍく。չ」ᩘ再生民泊の運

営により、運営༠ຊ者、地域文化継承者や地元ᗑ⯒と

の㐃ᦠがᣑがる。

」ྜ型再生民泊の≉ᚩとして地元展開ẁ㝵とᗈ域展

開ẁ㝵とがే⾜して進展し、┦஌効果をᚓる。

地元展開ẁ㝵では、պ内部者再生民泊組⧊⤒営者が

主ᑟして、地域᝟報を✚ᴟ的に外部�国外ྵࡴ)に発ಙ

する。ջ外᮶の再生民泊組⧊⤒営者が主ᑟして、内外

の組⧊⤒営者の㐃ᦠにより事業をᣑ大する。

ᗈ域展開ẁ㝵では、ռᗈ域の地域課題の解Ỵや地域

資源の活用に✚ᴟ的に関わり、」ᩘの地元௻業やᅋ体、

༠ാ者と༠ຊし、ᗈ域地域᣺⯆を推進する。

」ྜ型再生民泊事業ྛẁ㝵の≉ᚩは、地域文化の保

全と地域課題解Ỵに対して、内部者と外部者の」║的

などⅬを有することである。地元者と外᮶者はྠじ理

ᛕで事業を立ち上げ、୧者が、஫いにຓけྜい、༢⊂

でᚓられる以上の成果を上げる内外の┦஌関係である。

その⤖果として、地元�内部者中心)・ᗈ域�外部者中心)

といった重ᒙ的なヒト・モノ・コトの関係性をᙧ成し

て地域賦活をᅗるといった┦஌効果をᑟくことができ

る。

㸲．ࡲとめ

本研究は、2❶では、外発型・内発型・」ྜ型の再

生民泊の代⾲的 3事౛を対象に、ヒト・コト・モノの

関係性の展開とᣑがりをᢕᥱした。これをもとに、3

❶では、地域賦活と地域文化保全に寄与する外発型・

内発型・」ྜ型再生民泊成立の仕組みの≉ᚩを以下の

通り明らかにした。

1)外発型再生民泊：外᮶者のどⅬで、ヒト・コト・

モノを再生民泊の要⣲として展開され、内外┦஫ᾐ㏱

関係が生まれ、地域文化保全と地域賦活を推進する。

2)内発型再生民泊：内部者が地域ㄆ㆑で、再生民泊

の実践からᚓた▱見により、内外⿵᏶関係を構築し、
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に関する研究ࢫࢭࣟࣉのࡾࡃᐙ活⏝による地域のᒃሙᡤ࡙ࡁ✵

࣮ୡ⏣㇂区✵ࡁᐙ➼地域㈉⊩活⏝஦ᴗを対象に࣮

A Study on Process of Making Local Community Place by Utilizing Vacant Houses
-Case Study of Setagaya Ward Vacant Houses and Other Community Contribution Utilization Projects-

１．研究のᴫせ

㸦１㸧背景と目的

人口減少が進み、空き家が増ຍし⥆けている。空き家ࠉ

は㜵⅏上、⾨生上、景観上の問題により社会的問題となっ

ている。2�1� 年には「空家等対⟇の推進に関する≉ู

ᥐ置ἲ」が施⾜され、空き家に関する計画⟇ᐃやㄪᰝ、

活用などの対ᛂがᅗれつつある。一方、社会᝟ໃの変化

から地⦕のᕼⷧ化が進⾜している。こうした中で空き家

を活用して地域住民が気ᴦに㞟まれるᒃሙᡤづくりの取

組みも少しࡎつ見られつつある。

本研究では空き家活用と地域のᒃሙᡤ（㸯）（以下、ᒃࠉ

ሙᡤ）づくりをྠ᫬୪⾜さࡏ、⥲ྜ的なᨭ᥼を⾜ってい

る「世⏣㇂༊空き家等地域㈉⊩活用事業」（㸰）（以下、活

用事業）を取り上げ、空き家活用によるᒃሙᡤづくりの

プロࢫࢭを明らかにすることを目的とする。ᒃሙᡤづく

りのプロࢫࢭを、㸯）空き家のⓏ㘓ẁ㝵、㸰）ᒃሙᡤの

開設ẁ㝵、㸱）ᒃሙᡤの運営ẁ㝵の㸱つにศけ、ྛプロ

、をᩚ理した上で、㸯）ではձ空き家ᡤ有者の≉ᚩࢫࢭ

ղⓏ㘓の㜼ᐖ要ᅉを、㸰）ではձ空き家活用のືᶵ、ղ

ᨵಟ㈝用、ճᨵಟ内ᐜを、㸱）ではձ運営ᅋ体の✀㢮ู

の運営人ᩘと活ື㢖ᗘ、ղ資㔠㠃を明らかにする。

㸦㸰㸧᪤ 研究との関ಀ

、全国的な空き家対⟇ᨭ᥼ไᗘに関する研究についてࠉ

立⚄㸯）らは全国自἞体の空き家対⟇はᨭ᥼ไᗘの画一

化のഴ向が㢧ⴭで、空き家対⟇と地域づくりをྠ᫬୪⾜

さࡏることがᚲ要であると㏙べている。ᮾி㒔༊部の空

き家฼活用に関する研究について、୕科㸰）らは空き家

活用ᨭ᥼事業をᐃめるඛ⾜㸳༊の事業≉ᚩを明らかにし

ている。➓⏣㸱）らはྠ活用事業を⾜ᨻが空き家活用の

ためのモࣝࢹ事業を主ᑟするඛ進事౛と఩置௜け、事業

設計や運用㠃から考ᐹしている。活ືをᨭ᥼する財ᅋの

存⥆の重要性と、ᡤ有者と事業者の中立的立ሙの存ᅾが

空き家฼活用においてᚲ要であることを㏙べていた。ᒃ

ሙᡤづくりに関する研究について、後⸨㸲）らは住宅を

開放し、コ࣑ࣗ࣌ࢫ࢕ࢸࢽーࢫとして฼用しているᣐⅬ

を対象にᨵಟについてᨵಟ工事、資㔠ㄪ㐩を明らかにし

　This paper aims to clarify the process of making local community place by utilizing vacant 
houses in the "registration," "establishment," and "operation" stages.
　Findings are as follows: 1) A rare case of vacant houses provided for the community, but a 
phenomenon unique to Setagaya Ward, which has a higher demand for vacant houses compared 
to regional cities. 2) Subsidies are considered to be important in establishing a local community 
place, as most of the organizations use subsidies as a source of funds for renovating vacant 
houses. 3) Individuals tend to operate local community places less frequently due to their heavy 
burden, while incorporated groups tend to operate more frequently. 

Keywords :  Vacant house utilization , Making local community place , Community contribution ,
Setagaya Ward , Subsidy

キーワード：空き家活用、地域のᒃሙᡤづくり、地域㈉⊩、世⏣㇂༊、⿵ຓ㔠
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ヒト・コト・モノが洗練され、地域文化を保全し、地

域価値を᭱大化さࡏる。

3)」ྜ型再生民泊：内外」║的などⅬで、⊃域とᗈ

域の重ᒙ的なヒト・モノ・コト関係を展開した再生民

泊は、内外┦஌関係が生まれ、地域文化保全と地域課

題解Ỵが促進される。

ヒト㺃モノ㺃コトの関係性の㉁や内ᐜ、展開の㏿ᗘは

␗なるが、再生民泊事業を地域文化保全や地域賦活に

つなげていくためには、いࡎれの型も地域内外に対し

て༠ാ関係を築いていくことがᚲ要となる。

地域文化を基盤とする再生民泊による地域文化保全

と地域再生の計画理論の構築に向けて、本研究におい

て以下の3Ⅼを明らかにした。

1)⤒営主体の㐪い�地元者・外᮶者など)により、地

域文化保全や地域再生に⮳る㐣程が␗なる。しかし、

民家�空き家)活用には、地域外のヒト㺃コトを活かすこ

とが有効であることは共通する。ヒト㺃コト㺃モノの関

係性を地域外に開くことは、固ᐃ化した地域内の関係

性に่激を与え、地域賦活につながる可能性がある。

2)民家活用による地域再生は、モノの計画ࡔけでな

く、地域文化体験プログラムなどのコトの開発もྠ様

に重要である。地域文化体験プログラムを有する再生

民泊の運営は、ྛ 方㠃との༠ຊ・༠ാ関係を生み出し、

地域再生と地域文化保全を促す。その㐣程においても

ヒトとヒトのつながりを生ࡴ。

3)以上のヒト・コト・モノのつながりは⤒営主体が

␗なってもྠじようにẁ㝵的に展開しており、再生民

泊による地域文化保全と地域再生の計画理論は、ⴌⱆ

ẁ㝵からᗈ域展開ẁ㝵などの㐣程に注目することが重

要である。

ㅰㅰ㎡㎡

本研究のゼ問ㄪᰝにあたり、༡◝市஭Ἴ地༊・㑚༡⏫᪥㈏地༊・

ᑠ὾市୹後⾤㐨地༊の再生民泊事業関係のⓙ様にࡈ༠ຊいたࡔ

きました。グして感ㅰの意を⾲します。

注注

注1）近年、｢一ఇ｣などの宿泊⤂௓࢔プࣜにおいて、ྂ民家再生

宿泊施設および民家や地域に関㐃する洗練された地域文化体験

プログラムがᥦ♧されるようになっている。
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